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エ ゾピサゴコメツキ(カ ネコメツキ亜科:

ピサゴコメツキ族)の 属名について

大 平 仁 夫1)・ 保 田 信 紀2)

Notesonthegenericpositio血of】 臣204吻 α αθ駕o〃 ⑲ αfromJapan

(COLEOPTERA:Elateridae,Dendrometrinae,Hypnoidini)

By

Hitoo6HIRA1)andNobukiYAsuDA2)

ピサゴ コメツキ類 は,現 在 ではカネ コメツキ亜科

(Dendrometrinae)の ピサゴコメツキ族(Hypnoidini)に 位

置 して い る。 この 族 にはのφ01伽πs属,劫φηo毎πs属,

A5601ゴ06〃πs属など数属が日本か ら知 られていて,そ れぞ

れ特徴のある形態や生態を有する集団を作っている。従

来、これ らはピサゴコメツキ亜科(Hypnoidinae)と 呼ばれ

る亜科に位置されてきたが,最 近では上記のカネコメツ

キ亜科内に含めて,族 として扱うのがよいという考えか

ら,こ こではそれに従うことにした.

ここでは,北 海道に広 く分布する寒地系の種として知

られているエゾピサゴコメツキについて,そ の形態や属

の位置などについて検討をしたので,そ の概要を報告す

ることにした。

本文を草するにあた り,本 種の扱いについて種々ご教

示をいただいた東京都の鈴木 亙博士に心から感謝の意

を表する。

分類の概要

本 種 はMiwa(三 輪 勇 四郎)(1928)が,北 海 道 の 札 幌 か

ら 松 村 松 年 に よ り1907年7月8日 に 採 集 さ れ た 体 長

9.5mmの1雄 個 体 に 基 づ い て}診204伽 ααθπθoη忽7πと 命 名

し、新 種 と して 記 載 した 種 で あ る。Miwa(1928)は 同 時 に

距204伽 αooη"ε物 〃2と命 名 した 新 属 新 種 を記 載 して い て,

本 種 も この 新 属 に所 属 す る種 と して 扱 わ れ て い る。 この

距204伽 α属 は 大 平(1963)が 伽01伽 πs属 の シ ノニ ム と し

て お り,北 海 道 産 の}ζoo卿8物 〃2は独 立 種 で は な く,

憂ゆ01励 πs1漉o猶α傭60π"ε物 〃2(Miwa,1928)と して 扱 わ れ

る こ と にな った 。

Gu均eva(1972)は 、踊ゆoZゴ〃伽s64soo〃oo〃 πs, π々7ゴZ6π豆sと

命 名 し た 新 種 をKurilesの 国 後(Kunashiri)島 か ら 記 載 し

た が,こ れ は 大 平(1985)が こ の パ ラタ イ プ 標 本 を検 した

結 果 と し て,す で に 北 海 道 か ら 知 ら れ て い るπ

αθπθo纏置 と 同 種 で あ る こ と を 明 ら に して い る。 ま た,

本 種 が伽01伽 πS属のAsω 吻6〃 粥 亜 属 す る こ と も 正 し い

位 置 で は な い と して い る。

最 近 に な っ て,Stibick(1976)は 米 国(California)産 の

C勿`01砂 ηπsルηθ∂7ゴs(Candさze,1860)を 基 準 種 に し て

現g〃z曜g粥 属 を 新 設 した。 この 属 の 中 に 北 海 道 に 分 布 す

る 本種 に き わ め て 類 似 した 種(伽o〃 伽so働 卿s)が 含 ま

れ て い る こ とか ら,Kishii(1993)の 目録 で は 北 海 道 産 の

本 種 をL忽 〃2醐gπs属に 所 属 す る種 と して 扱 い,そ の こ の

Kishii(1999)の 目録 で も この 属 の 種 と して 用 いて い る。

L忽 卿卯gπs属 の 基 準 種 のCり 吻01りφηπs彦駕 δ廊 の 前 胸 背

板 は 大 小 の 点 刻 を密 に混 布 して お り,雄 交 尾 器 の 側 突 起

の末 端 部 の外 側 縁 は 外 方 に 緩 く湾 曲 して 末 端 に漸 次 細 ま

り,外 縁 角 は 生 じて い な い。 これ ら の 形 態 の 概 要 は す

で に 大 平(1994)が 報 告 し た と お り で あ る。 た だ,

Stibick(1976)が 新 設 した現9〃zα79πs属に含 め た 米 国 産 の

1帥01伽 πso卿2勿sLane,1965と 呼 ば れ る 種 の 前 胸 背 板 に

は 大 小 の点 刻 は 混 在 して い な く,点 刻 と点 刻 との 間 の 表

皮 面 はreticulate状 で あ る。 ま た 、 雄 交 尾 器 の 側 突 起 の 末

1)岡 崎 市 舞 木 町 孤 山6-4(6-4Kitsuneyama,Maigi-cho,Okazaki-shi,444。3511Japan)

2)層 雲 峡 ビ シ タ ー セ ン タ ー(SounkyoVisitorCenter)

一23一



Fig.1.Outlineofthefemaleinternalreproductiveorgansof}診2訥 妙 〃o毎 πsαθπ60η@7(エ ゾ ピ サ ゴ コ メ ツ キ)(A)and

L忽 〃zα項gz4sル 〃6∂7∫s(B).

端 は 三 角 形 状 を 呈 し,細 ま っ て とが っ た 外 縁 角 を 生 じて

い て,こ の 雄 交 尾 器 の 形 態 は 北 海 道 産 のHα θηθoπ卸 プに

き わ め て よ く類 似 して い る。

雌 内 部 生殖 器 の一 般 外 形 はの 伽o観 短族 の 間 で は 共 通

した と ころ が 多 い が,細 部 で は 属 固 有 の 特 徴 も見 られ

る・ 属9初昭9πs属 の 基 準 種 のム ル 〃6∂廊(Fig.1,B)と 北 海

道 産 のHα θ駕oη移7(Fig.1,A)の 内 部 生 殖 器 の 外 形 は 図

示(Fig.1)し た よ う で,子 宮(Collerium)は 軟 弱 な 細 長 い

袋 で あ る が,そ こ か ら1対 の 楕 円 形 状 の 袋(Colleterial

91ands)を 生 じ て い る。 受 精 嚢(Bursacopulatrix=Bcpx)

は楕 円 形 状 の 袋 で あ るが,内 部 には 扇 状 を した ブ ラ シ状

の 硬 針 群 が 見 ら れ,こ れ ら の 形 態 は現g魏α7gπs属のム

ル ηθ∂溶 と 北 海 道 産 のHα θηωπg勿 とは 共 通 して い て,こ

れ ら両 属 は 近 縁 で あ る と推 察 さ れ る。 しか し,受 精 嚢 内

(Bcpx)に あ る扇 状 を した ブ ラ シ 板 状 の 硬 針 群 の 基 部 の

方 にあ る 小 硬 針 群(Fig.1,A↑B↑)は,ム ル 瑠 δ溶 で は1

枚 状 で あ るがHσ θ纏 纏 置 で は2枚 に 分 離 して い る。 ま

た,袋 の 末 端 近 く の 外 縁 部 に はEル 駕 ∂溶 は 付 属 腺

(AcG1)を 生 じ て い な い が,Hα θ駕o纏 矧 で は 短 い 筒 状 の

2本 の 付 属 腺(AcG1)を 生 じて い る(Fig.1,A)。 ま た,袋

の末 端 か らは 両種 と も共 通 して1本 の 細 長 い腺 が 伸 び て

い る。 そ の 他,受 精 嚢 か ら出 て い る2本 の短 い 筒 状 の 腺

は,日 本 産 のAs60〃ooθ7πs属の 種 に も見 られ る こ とか ら,

こ の 日本 産 の 種 は劫 φ01伽πS属よ り もAsOO1ゴ00θ7πS属に よ

り近 縁 で あ る と考 え られ る。 この こ とはStibick(1976)が

示 した 系 統 図(p.171,Chart4)と も よ く一 致 して い る。

こ れ ら の 研 究 の 結 果,北 海 道 産 のHoθ ηωη膨7は

現g初 α7gπs属の 種 と して 位 置 さ せ る こ と に は 無 理 が あ る

と考 え られ る の で,こ こ にHα θπω纏 欝 を 基 準 種 に して

,翫01砂 ηo蜘s属 を新 設 して 位 置 させ る こ と に した。 記

載 は 末 尾 のAbstractの 中で 行 った 。

生態 ・分布の概要

本種 の生態は まだ よ く判 明 していないが,佐 々木

(1986)は 北海道の上川町三国峠近くで,道 路沿いのコン

クリー ト壁を歩行 している個体を多く観察 しており,堀

(2000)は 知床峠で酢酸水溶液のピッ トフオール トラッ

プに誘引された個体を報告 している。また,筆 者の一人

である保田(1991)は,羊 蹄山の高山風衝地帯の調査での

糖蜜 トラップに誘引された多 くの固体を記録 している。

その他,大 平 ・保田(1990)は 本種は石下や砂礫中に生息

して い る と して いる。これ らの こ とか ら,本 種 は

、4s601ゴooθ7πs属の種 と同様に主 として荒地の砂礫に分布

していると思われる。 また,後 翅がよく発達していて飛

翔は可能と考えられるが,燈 火に飛来 した例はまだ知 ら

れていない。分布について もまだよく判明 していない

が,佐 々木(1990)は 札幌市砥山を始め,旭 川市や愛別町

など各地から記録 しているが,北 部の稚内地域からはま

だ知 られていない。また,北 海道の周辺の離島からは奥

一24一



尻島とKurilesの国後島以外からの記録はない。

本州では,最 近になって青森県,秋 田県,岩 手県の一

部 に分布す ることが知 られてお り,青 森県 では尾崎

(1975)が 秋田県も含めて詳しく産地を報告 している。

形態の概要

本種の形:態の概要は大平 ・保田(1990)が 羊蹄山産の個

体について報告 しているので,こ こではそこで十分示さ

れなかった形態を中心にして記録する。

雄。体長は7～8mm内 外。体は幅広 くてやや扁平状,

両側は平行状である(Pl.1,A)。 黒色で鈍い銅色の金属

光沢を有していて光沢は鈍い。 体表面は倒伏状の細い

灰黄色毛を生じる。触角は黒褐色で,基 部2～3節 は暗

褐色。肢は暗褐色で,脛 節と距節は黄褐色～暗黄褐色を

呈する。

頭部は扁平状で,前 頭横隆腺の両側の内側部は幅広 く

扁平状である(Pl.1,1↑)。 前頭横隆腺はよく発達し,前

縁中央部は緩 く外方 に湾曲する(Pl.1,1)。 触角は短 く,

末端は前胸背板の後角よ り明 らかに短く(P1.1,A)?第

2節 は円筒形状で,第3節 は細長い円錐形状を呈し,第

2節 の約1.5倍 の長 さで,第4節 か ら鋸 歯状 を呈す る

(Pl.1,K)。 大顎はよく発達,基 部上面の微細突起群は

明瞭である。

前胸背板は幅よ りやや長 く,両 側は中央部で弱く外方

に湾曲し,後 角前で内方に湾曲,後 角は後外方に鋭 くと

がる(Pl.1,G↑)。 また,前 胸背板の背面は弱く膨隆し,

全面に同大の点刻を一様 にやや密に分布 し(Pl.1,G),

点刻の点刻の表皮面は細かいしわ状である(Pl.1,H)。

また,背 面の正 中部 には平滑線や縦凹溝な どは生 じな

い。前胸腹板突起は図示したようで,前 肢基節腔を越え

て後方に直線状 に伸長 し,末 端近 くで段刻は生 じない

(Pl.1,J)。

上翅の条腺は浅い凹溝状で,間 室部は弱く隆起 し,不

規則な横しわ状である(Pl.1,F)。 後翅は通常の長さであ

る。

交尾器の背面からの外形は図示 したようで,中 央突起

は側突起より長く,両 側は末端に漸次細まり末端は鈍く

とがる(Pl.1,M)。 また,側 突起の末端の三角状部は長 さ

より幅広く,末 端近くの表面には少数の感覚状点刻を分

布する(Pl.1,N↑)。 また,感 覚毛は短い2～3本 が外縁

に沿って見られる程度である。外縁角は後外方に細まっ

てとがる。

雌。体長 は8～10mm内 外。一般外形は雄 に類似する

が,体 は一般にやや大形でより幅広い(P1.1,B)。 触角は

よ り短 く,第2,3節 は よ り細 長 く て 第4節 か らの 鋸 歯

状 も よ り弱 い(Pl.1,L)。 産 卵 管 の 外 形 は 図 示 した よ う

で,末 端 のgonostylusは こぶ 状 で あ る(Pl.1,D↑)。(こ れ

は 本 族 の 重 要 な 特 徴 の 一 つ で も あ る)。 内 部 生 殖 器 の

外 形 は 図 示(Fig.1,A;P1.1,c)し た よ う で 、 子 宮

(Colleterium)か ら1対 の 楕 円 形 状 の 袋(Colleria191ands)

を生 じ,受 精 嚢(Bcpx)内 に は1対 の扇 形 を した 硬 針 の 板

状 物 と,そ の 近 く の底 縁 部 に 小 形 の1対 の硬 針 の 扇 状 物

と を生 じ る(Fig.1,A;Pl.1,E)。 また,こ の 袋 の 末 端 近 く

の 外 縁 部 か ら2本 の 短 い 筒 状 の 付 属 腺(AcG1)を 生 じて

い る 。 末 端 部 か ら 伸 び る 腺 の 末 端 は は 貯 精 嚢

(Spermatheca)に 達 す る と思 わ れ る(Fig.1,tosp.)。

調 査 標 本:Kuriles(国 後 島),1♂(採 集 年 月 は 不 詳).

北 海 道:1♂,札 幌 市 簾 見,27-V-1979,出 谷 採 集;1♂1

♀,丸 瀬 布 町,15-VI-1981,野 田 採 集;3♀,上 川 町 三 国

峠,14-VII-1985,佐 々 木 採 集;30♂25♀,羊 蹄 山,4-VII-

1989,保 田 採 集;2♂,知 内 町 チ リ チ リ 林 道,22-VII-

1989,柏 崎 採 集;1♂,知 床 峠,19-25-VII-1993,堀 採 集 。

本州:青 森 県 相 場村 蜂 林 道,11-VII-1993,尾 崎 採 集;3♀,

秋 田 県 田 代 町 早 口川 上 流11-VII-1993,尾 崎 採 集 。

分 布:Kuriles(KunashiriIs.),北 海 道(奥 尻 島 を含 む),

本 州(青 森 県,秋 田県,岩 手 県).
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Abstractanddescriptionofanewgenus

ThegenericpositionoftheJapanesespeciesof}脅204伽 ααθπωη忽猶αisdiscussedbasedonthemaleandfemalegenital

structures.Asaresult,anewgenus,}診20物)ηoゴ 伽snovjsestablishedforthisspecies.

バ
Genus}診20励 ηo∫4πsOhiraetY3sudanov;

(type.species:}診204勿2α σ6πωπ顧 αMiwa,1928)

距204伽 ααθηθo短g猶αMiwa,1928,InsctaMatsum.,3:39,p1.1,f.3,(SapporoinHokkiado).

琢 φ01励 πsα6ηθo短g召7:中 根 ほ か,1963,原 色 甲 虫 大 図 鑑,II(甲 虫 篇):160,p1.80,f18(北 海 道 、 千 島).

1むφ1励 πs(14soo1ゴoo67π5)肋7ゴ1θ ηsゴsGu均eva,1972,Tヒans.Zool.USSR,52:3-1,(KunashiriIs.inKuriles).

L忽 物α讐 πsα6π60ηρgθ7:1993,Kishii,Bull.HeianHighSchool,Kyoto,(37):9.Hokkaido(Okushid-toIs.,Kunashiri-toIs.),

Honshu(Aomori.andIwatePrefs.).

Typespecies:}セ204伽 ααθηω%忽 猶oMiwa,1928,InsectsMatsum.,3:39,pl.1,丘9.3(Hokkaido).

ThisnewgenusiscloselyalliedtothegenusL忽 〃3α7g㍑sStibick,1976(1ンpe-species:Cり φ云o励 ππsル ηθδ7ゴ5Candさze,

1860,M6m.Soc.Sci.Li6ge,15:62(California),butcanbedistinguishedfromthelatterbythefollowingpoints:Body

depressedandthepronotumdenselyandcoarselycoveredwithsinglepunctures(Pl.1,GH);hindwingslongandnormal

lengthinbothsexes.Apicalportionofeachlaterallobeofmalegenitaliasubtriangula葛withouteranglepointedpostero-

Iaterad(Pl.1,MN).Thefemalereproductiveorgansasillustrated(Fig.1A;Pl.1,C),usualybearingasmallandapairof

brushyplatesandtwosmalltube-likeacessoryglandsinbursacopularix.

Distribution:Kuriles(KunashiriIs.),Hokkaido(includingOkushiriIs.)andHonshu(Aomori,AkitaandIwatePrefs.).
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P1.1,A-N.}セ20勿 伽o∫ 伽sα6瑠oη 忽67(エ ゾ ピ サ ゴ コ メ ツ キ),male(exceptforC-E,BandLwhichareofafemale),Hokkaido.

AandB,Adult,dorsalaspect;C,internalreproductiveorgans;D,apicalportionofovipositor;E,clusterofspinesin

bursacopulatrix;E2ndand3rdintervalsofrightelytron;G,pronotum,dorsalaspect;H,dorso-lateralsurfaceofpronotum,

enlarged;1,head,dorsalaspect;J,prosternalprocess,lateralaspect;KandL;2ndto4thsegmentsofantenna;MandN,

apicalportionofmalegenitalia,dorsalaspect.
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